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川
内
原
発
の
高
経
年
化
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

川
内
原
発
一
号
機
は
運
転
開
始
か
ら
三
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
原
子
炉
等
規
制
法
は
、
原
子
炉
設
置
者
に
対
し
運
転
開

始
か
ら
三
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
に
高
経
年
化
技
術
評
価
を
行
い
、
長
期
保
守
管
理
方
針
を
策
定
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の

認
可
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
以
下
川
内
原
発
に
つ
い
て
具
体
的
に
質
問
す
る
。

�

川
内
原
発
一
号
機
に
つ
い
て
高
経
年
化
技
術
評
価
に
基
づ
く
長
期
保
守
管
理
方
針
の
申
請
は
原
子
炉
設
置
者
か
ら
い
つ
提

出
さ
れ
た
か
。

�

前
記
申
請
を
受
け
て
原
子
力
規
制
委
員
会
は
保
安
規
定
変
更
の
審
査
を
継
続
中
で
あ
り
、
ま
だ
認
可
し
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
い
つ
結
論
が
出
る
の
か
、
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

�

一
部
に
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
前
記
保
安
規
定
変
更
認
可
の
審
査
が
終
わ
る
前
に
川
内
原
発
が
再
稼
働
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
う
る
と
い
う
報
道
が
あ
る
。
も
し
こ
う
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
高
経
年
化
対
策
に
関
す
る
原
子
力
規
制
委

員
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
三
十
年
を
超
え
る
原
発
稼
働
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
法
の
趣
旨
に
反
す
る
。
原
子

力
規
制
委
員
会
に
よ
る
認
可
が
な
い
ま
ま
川
内
原
発
が
再
稼
働
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
ど
う
か
明
確
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


